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研究成果の概要（和文）： 
 当初計画に基づき研究分担者・協力者が、欧米諸国の高等教育における外国語能力評価シ

ステムと具体的実践を19機関において調査・収集した最新の情報を検証し、我が国の外国語

能力評価方法との対照研究を行った。成果は東京外国語大学語学研究所との共催による合計

11回の研究集会や、国際シンポジウム等で発表した他、研究分担者・協力者は各自の関係す

る学会・研究会等で発表し論文として提出した。また、本科研のWebサイトでの発信や2012年

3月に報告集の刊行によって成果を公開した。 
 
 

研究成果の概要（英文）： 
  The researchers and collaborators of the project concerned collected and verified current information 
from investigations into the foreign language proficiency evaluation systems and the effects of their 
application in 19 different higher-educational institutions, and contrastive studies were held comparing 
the proficiency evaluation methods used at higher-educational institutions in Japan. The results were 
announced at 11 different academic meetings and international symposiums, and the researchers and 
collaborators each presented and submitted scientific articles at the society or academic group they 
respectively belong to. The results were also uploaded to this project’s website, and published as a report 
in March 2012. 
 
 
交付決定額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
２００９年度 5,200,000 1,560,000 6,760,000 

２０１０年度 4,100,000 1,230,000 5,330,000 

２０１１年度 3,900,000 1,170,000 5,070,000 

年度 0 0 0 

  年度 0 0 0 

総 計 13,200,000 3,960,000 17,160,000 

 
研究分野：人文学 

科研費の分科・細目：言語学・外国語教育 

キーワード：ボローニャ・プロセス、高等教育、EU、外国語教育政策、言語学能力評価、外国

語能力検定、多国籍、国際研究者交流 

 
 
  

機関番号：１２６０３ 

研究種目：基盤研究（B） 

研究期間：2009～2011 

課題番号：２１３２０１０１ 

研究課題名（和文）  

  EU および日本の高等教育における外国語教育政策と言語能力評価システムの総合的研究  

研究課題名（英文）  

  Comprehensive Research on Foreign Language Education Policies and the Evaluation 

Systems for Language Proficiency in Higher Education in the EU and Japan: 2009-2011.

研究代表者 

富盛 伸夫（TOMIMORI NOBUO） 

 東京外国語大学・大学院総合国際学研究院・教授 

 研究者番号：50122643 



1. 研究開始当初の背景： 

(1) 地球規模での国際化が急速に進むなかで、

外国語教育方法と政策の見直しは世界各地域

で進められている。EUでは、高等教育の抜本

的改革が「ボローニャ・プロセス」の枠組み

の中で強力に教育施策として推進され、EUの

知的伝承・再生産を担う高等教育が急速かつ

質的に変容しつつある。とりわけ、学生のモ

ビリティーに対応した外国語教育の改善は不

可避的な課題であり、言語能力評価の透明性

と共通性を掲げたCEFRの設定と実践はEUの中

等・高等教育にとっても、さらに言語・文化

的多様性の中での統合というEUの理念にとっ

ても成否の核心といえる。現実には、多言語・

多文化社会であるEUの理念的基盤といえる複

数言語主義と実際上の英語優先的施策との矛

盾・乖離は看過できない一方で、CEFRの高等

教育機関における浸透度・実効性の検証は、

我が国の外国語教育方法への適用可能性の検

討へと関連し、初等教育から高等教育まで、

外国語教育の理念・目標・教育プログラム自

体を問い直し、より有効な評価システムの確

立に向けた方策の研究が必須となっていた。 

(2) 本研究の代表者および分担者は、まず各々

が研究対象とする言語の専門的研究者である

と同時に、大学で外国語教育の現場に従事し

ている者であり、日本の大学における外国語

教育には改善の余地のあることを痛感してい

る。しかしながら、我が国においては現在ま

で、言語教育改善への制度的取組は遅れてい

ると言わざるを得ない。この基礎研究の必要

性が共通認識となり、本プロジェクトの形成

動機となった。 

(3) 本研究テーマと関連して、本研究の代表者

および分担者の多くが会員である「外国語教

育学会」においては、数度にわたり大会シン

ポジウムなどで外国語能力評価法や言語能力

検定に関する企画を催し、本研究代表者富盛

をはじめ多くの分担者が積極的に研究実績を

あげてきた。 

(4) この成果をふまえ、2006年度より3年間、文

部科学省科学研究費補助金課題研究「拡大EU

諸国における外国語教育政策とその実効性に

関する総合的研究」を組織・推進し、13名の

共同研究者・研究協力者が対象国において言

語教育政策とEUの実践しつつある外国語能力

評価基準共通参照枠組み (CEFR) の実践・実

効性に関する研究基盤を構築していた。本研

究課題は、この先行科研研究を継承し、さら

にEUを中心とする高等教育レベルでの外国

語教育制度・能力評価システムと、日本のそ

れとの対照研究を行うことも視野に入れた

ものである。 

(5) また、本研究の海外協力機関として、東

京外国語大学が提唱し2007年に結成した「ア

ジア・アフリカ研究教育コンソーシアム」 

(CAAS) の枠組みを利用し、イギリス・ロン

ドン大学のSOAS、フランス・国立東洋言語文

化学院 (INALCO) 、オランダ・ライデン大学、

アメリカ合衆国・コロンビア大学、韓国・韓

国外国語大学等と国際的研究連携を築くこ

とができ、本研究課題の遂行に極めて有意義

であった。 
 
２．研究の目的 

(1) 本研究の重点項目として、第１に、ボロ

ーニャ・プロセスにより高等教育の変革が進

行しつつあるEU諸国の外国語教育政策、特に、

高等教育における言語能力評価システムと

大学等での具体的実践を調査・検証しつつ、

我が国の高等教育における外国語能力評価

方法の実態調査をもとに対照研究をするこ

とを目標とした。 

(2) 第２に、日本の外国語能力検定試験の到

達度評価基準の問題点を検証することによ

り、日本の外国語能力検定試験の到達度評価

基準に関する通言語的共通性と透明性の検

証をめざした。 

(3) EUの外国語教育政策の研究から日本の外

国語教育政策への寄与へと反映し、日本にお

ける外国語教育の改善へとつなげるような

目標をもった。 
 
３．研究の方法 

 上記の目的遂行のために3つの班を組織し

て研究を分担した。 

(1) EU諸国の高等教育機関における外国語教

育制度の変革の動向調査と情報収集： (A班)  

 上記国際連携研究の枠組みCAAS参加大学で

あるロンドン大学SOAS、ライデン大学文学部、

フランス国立東洋言語文化学院INALCO等を中

心に現地調査に分担者を派遣した。この調査

結果を、研究集会や国内外の学会で成果発表

を行い共有した。 

(2) EU諸国における第１外国語教育・第２外

国語の能力評価基準と測定方法に関する

最新動向調査: (B班)  

 EUの標榜する複数言語主義の原則とは逆の

方向が、高等教育機関での教育・研究の現場



では生じている。ボローニャ・プロセスが徹底

すればするほど、非英語圏でもBachelor-Master

体制の導入により授業での使用言語としての英

語が第１言語の地位を多くの加盟国で占める傾

向が強まっている。本研究計画では、上記国際

連携研究CAAS参加大学、およびイギリス、フラ

ンス、スペイン、ロシア、ドイツ、カナダ、加

えてベトナム他の高等教育機関に上記研究計画

に沿って、現地調査に分担者を派遣カナダ他の

大学での現地調査により、Webや二次資料の情報

では得られない信頼度の高い情報が入手できた。 

(3) 日本の外国語能力検定試験の到達度評価基

準に関する通言語的共通性と透明性の検証 

(C班) および海外の言語能力評価システムと

の対照研究 (D班)  

 上記研究計画で得られた、 EU諸国の高等教育

機関における外国語教育制度および外国語の能

力評価基準と測定方法に関する新たな情報を分

析し、成果を主催・共催の形で国内外の学会、

シンポジウム等において、研究論文や研究発表

により各分担者の専門分野で公開する方法をと

った。これにより日本の外国語教育制度の改善

に貢献しうるデータの共有と、高校・大学等で

の外国語教育方法、評価システムについて新た

な知見を提供することができている。 
 
４．研究成果 

(1) 本研究は成果の一環として、EUの高等教育

機関における外国語教育および能力評価法の

実効性を検証することにより、研究会・講演

会などを催して意見交換を行い、日本語教育

の改善に貢献できる可能性を開いた。日本で

の言語教育が抱えている問題に対してその改

善に寄与しうるようにつとめた。 

(2) 国際研究連携にも主力をおき国際研究連携

組織CAASとの協力により、成果発表のための

国際研究集会を企画し開催に努力した。特に、

2009年より東京外国語大学に創設された「世

界言語社会教育センター」 (WoLSEC) のセン

ター長として本研究代表者富盛は、東京外国

語大学外国語学部における言語教育カリキュ

ラムの構造化などの改革、GPA導入にむけた準

備的研究、成績の厳正化を可能にする方策の

研究などをテーマとし、学内外の研究者を招

いて本科研との共催で研修会を開催してきた。

2011年3月には国際シンポジウム「高等教育に

おける外国語教育の新たな展望 — CEFRの応用

可能性をめぐって —」を本科研と共同で開催

し、欧米及びアジア諸国から13名の言語教育

学分野での指導的研究者を上記CAAS加盟大

学から招聘して貴重な研究交流の成果を得

た。  

(3) 本研究の研究成果の一部は、独自のWeb

サイトを立ち上げることにより、平成22年

度から成果を公開し始めた。最終年度2012

年3月には課題のテーマに関する本報告書

の刊行を行い、同時にWeb での発信を行っ

た。 

(4) しかしながら、本研究は新たな問題提起

を残している。EUにおいても、当初よりア

ラビア語、中国語、日本語等、非印欧語へ

のCEFRの適用可能性の研究はされている

ものの、その困難さは、文字体系･音声･文

法の隔たり、そして文化的ギャップのため

に、通言語的測定尺度は確立されていない。

ここにこそ、日本やアジア諸国の当事者が

研究活動を焦点化し先鋭化して、新たな国

際的な共通枠組みを開発･提案する可能性

を持っている。 

(5) CEFR研究者とアジア諸語の言語教育者

が協働すれば、多様な類型の言語に対応し

た、より汎用性の高い言語教育法と、妥当

な言語能力測定尺度を開発し、日本及びア

ジア諸国、さらに欧米諸国での外国語教育

に還元し、言語教育の改善に向け明確な指

針を与えることができるであろうとの展

望をもっている。 

(6) 本報告書の出発点になった3年前の日本

の言語教育を取り巻く環境は、現在急速に

変わってきている。言語教育に対する批判

が多方面から表面に浮上してきて、成績評

価の国際化に伴い教育の質保証と厳正化

が社会的責任とされる。通言語的かつ透明

性の高い言語能力到達度評価尺度のモデ

ルの模索と設定実験、さらに、高等教育レ

ベルに加え中等教育及び生涯教育や非公

式教育サービスなど現代社会のニーズに

も対応した多言語社会における言語教育

方法と評価法を開発してゆくことも視野

に入れ、本研究成果をもととした次の研究

は広く社会的に還元することが望ましい

と考える。 
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